
No.217

人と技 　 海
み
土
ど
里
り
　 織りな す 　 快 適 な ま ち

2
2 0 2 3

特集　Special feature

令和5年 越前町はたちのつどい… ……………………………………… 2 〜 3
はたちの笑顔……………………………………………………………… 22 〜 23

イベント・行事の
開催について

新型コロナウイルスの影響により、掲載している行事は、やむなく中止となる場合があります。
最新の開催状況については、各問合せ先でご確認ください。

令和５年 越前町はたちのつどい
〜 夢と希望を胸に 〜
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A coming of
   age ceremony

令
和
5
年
越
前
町
は
た
ち
の
つ
ど
い

夢
と
希
望
を
胸
に

笑
顔
の
門
出

　

１
月
８
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会

　

１
月
８
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会

館
で
、
令
和
５
年

館
で
、
令
和
５
年  

越
前
町

越
前
町  

は
た
ち
の
つ
ど

は
た
ち
の
つ
ど

い
が
開
か
れ
ま
し
た
。

い
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　　

今
年
の
式
典
は
、
成
年
年
齢
が
令
和
４
年

今
年
の
式
典
は
、
成
年
年
齢
が
令
和
４
年

44
月
か
ら

月
か
ら
1818
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
式
典
名
称
を
こ
れ
ま
で
の
「
成
人
式
」

よ
り
、
式
典
名
称
を
こ
れ
ま
で
の
「
成
人
式
」

か
ら
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
に
変
更
し
て
開

か
ら
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
に
変
更
し
て
開

催
す
る
初
め
て
の
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

催
す
る
初
め
て
の
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
青
柳
町
長
か
ら
式
辞
、
笠
原

　

式
典
で
は
、
青
柳
町
長
か
ら
式
辞
、
笠
原

町
議
会
議
長
と
島
田
県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞

町
議
会
議
長
と
島
田
県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
後
、

を
い
た
だ
い
た
後
、
鳥鳥と

り
と
り

居居いい

虎虎ここ

太太たた

郎郎ろ
う
ろ
う

さ
ん
と

さ
ん
と
八八やや

本本おお

木木ぎぎ

萌萌も
え
も
え

心心みみ

さ
ん
が
代
表
と
し
て
、
誓
い
の
こ

さ
ん
が
代
表
と
し
て
、
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

朝
日
地
区

朝
日
地
区

希望に満ちあふれた
20歳のみなさん

織
田
地
区

織
田
地
区

宮
崎
地
区

宮
崎
地
区

越
前
地
区

越
前
地
区

▲誓いのことばを述べる鳥居虎太郎さんと八本木萌心さん
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11
月
25
日
〜
12
月
2
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
第
1
回
Ｎ
Ｈ
Ｄ
Ｐ
ミ
ル
ナ

ワ
ン
カ
ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
か
ら
は
、

寺
坂
和
輝
さ
ん
、
佐
々
木
翔
吾
さ
ん
が
選
出
さ

れ
、
日
本
代
表
と
し
て
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。

　
日
本
代
表
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
首
位
で
通
過

し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
決
勝
戦
ま
で
勝

ち
進
み
ま
し
た
が
、
開
催
国
マ
レ
ー
シ
ア
チ
ー

ム
に
惜
し
く
も
敗
れ
、
準
優
勝
と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
準
決
勝　
日
本
代
表  

４
―
１  

イ
ン
ド

　
決　
勝　
日
本
代
表  

１
―
４  

マ
レ
ー
シ
ア

ホ
ッ
ケ
ー
Ｕ
17
男
子
ユ
ー
ス
日
本
代
表

第
1
回
Ｎ
Ｈ
Ｄ
Ｐ
ミ
ル
ナ
ワ
ン
カ
ッ
プ

　
初
の
国
際
大
会
出
場
で
準
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
、と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
大
会
を
通
し
て
課
題
が
見
つ
か
っ
た

の
で
、
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
今
後
ま
す
ま

す
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

寺
坂
和
輝
選
手
の
コ
メ
ン
ト

　
海
外
で
プ
レ
ー
で
き
る
と
い
う
素
晴
ら

し
い
経
験
が
で
き
た
事
に
凄
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
後

ま
た
日
の
丸
を
背
負
い
、
世
界
で
活
躍
す

る
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
り
ま
す
。

佐
々
木
翔
吾
選
手
の
コ
メ
ン
ト

　
6
年
生
最
後
の
大
会
で
優
勝
で
き
、
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。
こ
の
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｙ

Ｓ
の
良
さ
を
後
輩
に
伝
え
、
こ
れ
か
ら
も

共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

西
森
海
翔（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ
）主
将
の
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
チ
ー
ム
で
初
め
て
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
チ
ー
ム
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

中
野
陽
菜（
四
ヶ
浦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
少
）

主
将
の
コ
メ
ン
ト

▲佐々木選手（左）と寺坂選手（右） ▲日本代表選手のみなさん

　
12
月
3
日
、
4
日
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず

ほ
ホ
ッ
ケ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド（
京
都
府
）で
Ｕ
12

Ｈ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ 

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
が
開

か
れ
、
町
か
ら
は
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
選
考
を
突

破
し
た
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
5
人
が
優
秀
選
手
ベ
ス
ト
30
に
選

出
さ
れ
、
3
月
に
行
わ
れ
る
Ｕ
12
ホ
ッ
ケ
ー

オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
に
出
場
し
ま
す
。

ベ
ス
ト
30
選
出
選
手

朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
小
林
梨
花
、
野
口
彩
月

糸
生
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
渡
邉
大
和
、
青
木
ひ
な
た
、
安
原
遥
日

Ｕ
12  

Ｈ
ｏ
ｃ
ｋｅ
ｙ 

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ

　
12
月
3
日
、
4
日
に
Ｏ
Ｓ
Ｐ
ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム（
滋
賀
県
）で
Ｕ
15
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代

表
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
が
開
か
れ
、
朝
日
中
学
校

3
年
生
か
ら
4
人（
男
子
3
人
、
女
子
1
人
）、

織
田
中
学
校
3
年
生
か
ら
3
人（
男
子
2
人
、

女
子
1
人
）が
日
本
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

Ｕ
15
日
本
代
表

男
子　
榮
了
功
、
戸
田
大
貴
、
安
井
健
晃

　
　
　
佐
々
木
琉
心
、
中
西
和
輝

女
子　
清
水
美
咲
、
谷
口
遥
紀

Ｕ
15
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦

▲ Dream Camp に参加した選手のみなさん

▲日本代表に選ばれた選手のみなさん

　
11
月
19
日
、
20
日
に
福
井
県
立
武
道
館
で
福

井
県
高
等
学
校
剣
道
新
人
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
行
わ
れ
、
山
本
天
晴
選
手（
厨
、
丸

岡
高
校
1
年
）は
団
体
戦
で
優
勝
、
個
人
戦
で

は
決
勝
へ
進
み
ま
し
た
が
、
延
長
戦
の
末
に
敗

れ
、
準
優
勝
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
結
果

団
体
戦

　
優　
勝　
丸
岡
高
校

個
人
戦

　
準
優
勝　
山
本
天
晴

２
０
２
２
年
度
福
井
県
高
等
学
校
剣
道
新
人
大
会

　
12
月
4
日
に
神
明
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

他
2
会
場
で
第
43
回
鯖
江
地
区
少
年
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
か
ら

は
8
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
加
し
、Ａ
リ
ー

第
43
回
鯖
江
地
区
少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▲山本天晴選手 ▲ SUNBOYS（上）、四ヶ浦バレーボールスポーツ少年団（下）

　
団
体
戦
は
優
勝
し
、
北
信
越
大
会
出
場

を
決
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
個
人
戦

で
は
都
道
府
県
大
会
の
選
考
会
に
出
場
し

ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
も
優
勝
を
目
標
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
本
天
晴
選
手
の
コ
メ
ン
ト

　
11
月
に
Ｏ
Ｓ
Ｐ
ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム（
滋

賀
県
）で
第
45
回
西
日
本
小
学
生
・
中
学
生
6
人

制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

19
日
、
20
日
に
行
わ
れ
た
中
学
生
の
部
に

は
、
朝
日
中
学
校
、
織
田
中
学
校
の
男
女
ホ
ッ

ケ
ー
部
が
参
加
し
ま
し
た
。
決
勝
に
進
出
し
た

女
子
朝
日
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
相
手
に
失
点

を
許
さ
ず
、
見
事
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
26
日
、
27
日
に
は
小
学
生
の
部
が
行
わ

れ
、
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
男
女
各

チ
ー
ム
、
え
ち
ぜ
ん
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
男
女
各
チ
ー
ム（
糸
生
・
常
磐
・
Ｅ
Ｈ
合
同

チ
ー
ム
）が
参
加
し
ま
し
た
。
決
勝
戦
に
進
出

し
た
え
ち
ぜ
ん（
女
子
）は
、
Ｓ
Ｏ
戦
に
も
つ

れ
込
む
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
敗
れ
、準
優
勝
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
結
果

中
学
生
女
子
の
部

　
優　
勝　
朝
日
中
学
校

小
学
生
女
子
の
部

　
準
優
勝　
え
ち
ぜ
ん
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
（
糸
生・常
磐・Ｅ
Ｈ
合
同
チ
ー
ム
）

第
45
回
西
日
本
小
学
生
・
中
学
生
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

　
新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
大

き
な
大
会
で
不
安
や
緊
張
も
あ
っ
た
け

ど
、
み
ん
な
で
声
を
出
し
て
、
楽
し
め
た

の
で
、
優
勝
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

朝
日
中
学
校

藤
井
音
々
主
将
の
コ
メ
ン
ト

▲優勝した朝日中学校女子ホッケー部のみなさん▲準優勝したえちぜんホッケースポーツ少年団のみなさん

グ（
制
限
な
し
）で
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
、

Ｂ
リ
ー
グ（
5
年
生
以
下
）で
四
ヶ
浦
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。
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えちぜんまちの話題をお届けします!



　

12
月
4
日
、
朝
日
小
学
校
体
育
館
で
交
流

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
小
学
生

１
～
６
年
生
の
１
２
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
初
め
て
会
う
人
と
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
に
な

り
、
低
学
年
と
高
学
年
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
よ

る
マ
ス
ク
着
用
や
大
声
が
出
せ
な
い
な
ど
の
制

限
は
あ
り
ま
し
た
が
、
試
合
の
途
中
か
ら
は

ボ
ー
ル
が
２
つ
に
増
え
、
ど
こ
か
ら
ボ
ー
ル

が
飛
ん
で
く
る
の
か
と
目
を
凝
ら
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
い
き
い
き
と
コ
ー
ト
内
を
動
き
回
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
た
ち

が
司
会
・
審
判
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
後
の
キ
ラ
キ
ラ
宝
箱
ツ
ア
ー
で
は
、
19

人
が
越
前
陶
芸
村
に
移
動
し
、
越
前
焼
の
歴
史

学
習
や
陶
芸
体
験
・
抹
茶
体
験
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
越
前
焼
の
歴
史
学
習
で
は
、
係
の
説
明
を
真

剣
に
聞
き
、
陶
芸
体
験
で
は
、
悩
み
な
が
ら
何

度
も
土
を
練
り
直
し
て
、
マ
グ
カ
ッ
プ
や
お
皿

な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
最
後
は
、「
４
千
色
の
陶

あ
か
り
」
な
ど
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
に
と
っ
て
、
町
内
の
伝
統
工
芸
を
身

近
に
感
じ
、
ふ
る
さ
と
越
前
町
を
よ
り
知
り
た

い
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

越
前
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

交
流
大
会
・
キ
ラ
キ
ラ
宝
箱
ツ
ア
ー

▲さあ！何を作ろうかな～？むずかしいな…

▲上手にかわせるかな？白熱したドッジボール大会

　
12
月
14
日
、
丹
生
高
校
2
年
生
を
対
象
に
選

挙
の
意
義
や
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め

「
明
る
い
選
挙
出
前
塾
」
を
開
き
ま
し
た
。
出

前
塾
で
は
、
選
挙
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
説
明

し
た
の
ち
、
実
際
に
使
用
し
て
い
る
投
票
用
紙

や
投
票
記
載
台
、投
票
箱
で
模
擬
選
挙
を
行
い
、

投
票
か
ら
開
票
ま
で
の
流
れ
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

　

模
擬
投
票
を
体
験
し
た
野
村
知
世
さ
ん
は

「
政
治
に
若
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
た
の
で
、
必
ず
選
挙
に
行

き
、
自
分
た
ち
が
住
み
や
す
い
社
会
に
な
る
よ

う
な
一
票
を
投
じ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
月
8
日
に
は
越
前
陶
芸
村
文
化
会

館
で
行
わ
れ
た
「
越
前
町
は
た
ち
の
つ
ど
い
」

で
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
が
若
者
の
選

挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
と
し

て
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ

を
配
布
し
ま
し
た
。

　

4
月
に
は
県
知
事
選
挙
・
県
議
会
議
員
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
近
所
お

誘
い
の
う
え
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
選
挙
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た

　
1
月
5
日
、
福
井
春
山
合
同
庁
舎
で
第
72
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
次
の
4
人
が
入

賞
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

　
野
村　
果
里
さ
ん
（
朝
日
中
2
年
）

優
秀
賞　
福
井
保
護
観
察
所
長
賞

　
塚
﨑　
ひ
よ
り
さ
ん
（
糸
生
小
6
年
）

　
森
川　
花
さ
ん
（
織
田
中
2
年
）

優
秀
賞　
福
井
県
更
生
保
護
事
業
協
会
理
事
長
賞

　
嶋
田　
真
央
さ
ん
（
織
田
小
6
年
）

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

県
推
進
委
員
会
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

▲模擬投票を行う生徒たち

▲左から森川さん、野村さん、塚﨑さん

　
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
聴
覚
や
発
話

に
困
難
の
あ
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
の
会
話

を
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
が
「
手
話
」
ま
た
は
「
文

字
」
と
「
音
声
」
を
使
っ
て
通
訳
す
る
こ
と
に

よ
り
、
電
話
で
双
方
向
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
24
時
間
３
６
５
日
、
双
方

向
で
緊
急
通
報
機
関
へ
の
連
絡
も
可
能
で
す
。

　
事
前
に
聴
覚
や
発
話
に
困
難
が
あ
る
人
か
ら

の
利
用
登
録
が
必
要
と
な
り
、
登
録
後
は
緊
急

通
報
や
仕
事
の
や
り
と
り
、
病
院
へ
の
連
絡
、

家
族
や
友
人
と
の
会
話
な
ど
が
可
能
で
す
。

問
合
せ
先

　
（
一
財
）
日
本
財
団
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
☎
０
３‒

６
２
７
５‒

０
９
１
０

　
☎
０
３‒

６
２
７
５‒

０
９
１
３

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
令
和
5
年
4
月
の
診
療
分
か
ら
、
小
学
生

以
上
の
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
も
自
己
負
担

を
不
要
と
し
ま
す
。

※
保
険
適
用
分
に
限
り
ま
す

　
子
ど
も
医
療
費
の
対
象
者
に
は
、
3
月
中
旬

に
新
し
い
受
給
資
格
証
を
送
付
予
定
で
す
。

問
合
せ
先

　
子
ど
も
未
来
課　
☎
３
４‒
８
７
２
５

4
月
診
療
分
か
ら

子
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担
が
不
要
と
な
り
ま
す

　
町
で
は
、
公
共
交
通
機
関
で
通
学
す
る
高
校

生
の
保
護
者
を
対
象
に
、
子
育
て
支
援
と
定
住

促
進
を
目
的
と
し
て
、
通
学
支
援
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
の
受
付
は
、
3
月
31
日
㈮
ま
で

で
す
。
手
続
き
が
ま
だ
の
人
は
お
早
め
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
購
入
し
た
定
期
券
の
写
し
、
生
徒
手

帳
の
写
し
、
振
込
口
座
通
帳
の
写
し

申
請
場
所

企
画
振
興
課
、
宮
崎・越
前・織
田
住
民
サ
ー

ビ
ス
室

問
合
せ
先

　
企
画
振
興
課　
☎
３
４‒

８
７
０
２

通
学
支
援
補
助
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

国民年金保険料に関するお知らせ
　国民年金保険料（月額）は、令和4年度が16,590円、令和5年度が16,520円です。口座振替やクレジットカー
ドを利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省けます。さらに、 「早割（当月末納付）」や「前納」で納めると、
保険料が割引されおトクです。最大で2年分（翌々年3月分まで）前納できます。

申込方法　口座振替納付申出書またはクレジットカード納付申出書に必要な事項を記入・押印し、健康保険課、
お近くの年金事務所、金融機関または郵便局へご提出ください。
●前納の申込期限は、以下のとおりです。
◦「2年納付」 「1年納付」 「6か月前納の上期（4月～ 9月分）」　→　2月末日
◦「6か月前納の下期（10月～ 3月分）」　　　　　　　　　　　→　8月末日

注意事項　引き落とし日は、2年前納と1年前納が4月末日、6か月前納が4月末日と10月末日です。

（参考）令和4年度  国民年金保険料　納付額早見表

種　　　類
1か月分 6か月分 1年分 2年分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額
毎月納付 16,590円 − 99,540円 − 199,080円 − 397,320円 −

納付書［現金前納］ - − 98,730円 810円 195,550円 3,530円 382,780円 14,540円

口座振替
16,590円 −

98,410円 1,130円 194,910円 4,170円 381,530円 15,790円16,540円
（早割※） 50円

クレジット 16,590円 − 98,730円 810円 195,550円 3,530円 382,780円 14,540円

※翌月末（納付期限）の口座振替を当月末の口座振替にすると、毎月の保険料が50円割引になります。

問合せ先 	 健康保険課　☎34‒8710

広報 えちぜん7 令和 ５ 年 ２ 月号 広報 えちぜん 6令和 ５ 年 ２ 月号

えちぜんまちの話題をお届けします!町からのお知らせ



確定申告・住民税（町・県民税）申告フローチャート
※この表は一般的な例です。

収入ない
◦越前町在住の親族の税法上の扶養になっている 申告不要

◦誰の扶養にもなってない
◦町外居住の親族の扶養になっている

住民税申告

主に給与収入
◦年末調整済みの給与（1か所）のみ 申告不要

◦給与以外の収入があり、給与以外の所得が20万円以下

◦年末調整をしていない
◦2か所以上から給与がある
◦給与収入があり、給与以外の所得が20万円を超えている
◦給与収入が2000万円を超えている
◦年末調整の内容変更がある
◦源泉徴収税額があり医療費控除などの控除の追加がある
◦控除申告によりワンストップ特例（ふるさと納税）が適用
されない

住民税申告

確定申告

営業・農業所得、不動産所得、雑所得、一時所得
利子・配当所得、譲渡所得
◦所得金額より控除金額の方が多い
　（所得税が課税されない）

住民税申告

◦所得金額より控除金額の方が少ない
　（所得税が課税される）

確定申告

主に年金収入
◦年金収入のみ
※配偶者・扶養控除、医療費控除などの控除の追加がない

申告不要

◦年金収入のみ
※配偶者・扶養控除、医療費控除などの控除の追加がある

住民税申告

◦年金収入のみ
※配偶者・扶養控除、医療費控除などの控除の追加がある
（源泉徴収票に源泉徴収税額が記載ある場合）

確定申告

◦年金収入が400万円以下で年金以外の所得が20万円以下

◦年金収入のみで400万円を超えている

◦年金収入があり、年金以外の所得が20万円を超えている

令和5年1月1日に住民票のあった
市町村へ申告してください

非課税収入のみ
遺族・障害年金・失業給付金など
◦越前町在住の親族の税法上の扶養になっている 申告不要

◦誰の扶養にもなってない
◦町外居住の親族の扶養になっている

住民税申告

令
和
4
年
中
は
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

令
和
4
年
中
は
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

申告が必要か確認してみましょう。
※所得税の還付申告をする場合は、必ず確定申告を行う必要があります。
※20万円以下の所得がある人は、住民税申告を行う必要があります。
※令和4年中とは、令和4年1月1日から12月31日までの1年間をいいます。

〇公的年金所得者にかかる確定申告不要制度の創設
　公的年金などの収入額（2か所以上ある場合はその合計）が400万円以下で、公的年金な
どにかかる雑所得以外の所得金額が20万円以下であるときは、確定申告は不要です。

※公的年金源泉徴収票に記載してある控除以外の各種控除等を追加しない場合は、住民税
申告も不要です。

〇次に該当する場合は、武生税務署での確定申告をお願いします
◦自営業などの営業・農業所得の確定申告や青色申告

◦初めて住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を受ける申告

◦譲渡所得（土地・株式）や山林所得などが含まれる申告

◦亡人の準確定申告

◦令和3年分以前の申告

◦消費税、贈与税、相続税の申告

※ふるさと納税のワンストップ特例した人でも、確定申告をする場合は、ふるさと納税の
寄付金控除額を含めて申告する必要があります。

詳しくは次のページ↓

スタート
令和5年1月1日現在越前町に住民票があるは　い いいえ

問合せ先 	 税務課　　　☎34‒8709
	 武生税務署　☎22‒0890

広報 えちぜん 8広報 えちぜん9 令和 ５ 年 ２ 月号令和 ５ 年 ２ 月号
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住民税（町・県民税）・所得税の申告の時期です確定申告のお知らせ
　令和5年1月1日現在、町内に住所のある以下の人は、令和4年1月1日から令和4年12月31日
までの収入状況等の申告が必要です。

受 付 日　２月１６日（木）～３月１５日（水）　平日のみ　　場　　所　武生税務署

受付時間　午前８時３０分～午後４時（「入場整理券」がなくなり次第受付を終了します。）
※申告相談は午前９時から開始します。「入場整理券」により入場時間を指定
させていただきます。 所得税の確定申告をしない人で前年中の所得が次に該当する人

※給与所得以外の所得が20万円以下で所得税の確定申告が不要の人も含みます

・公的年金等の源泉徴収票に記載のない控除を追加する人（医療費控除、生命保険料控除など）
・公的年金等に係る雑所得以外の所得（シルバー人材センター配分金、個人年金）がある人
・給与所得以外の所得（配当、不動産、雑所得など）の金額が20万円以下の人
・給与支払報告書が越前町に提出されていない人
・遺族年金や障害年金などの非課税年金のみを受給していた人や、雇用保険のみを受給していた人
・収入はないが、自分を税法上の扶養としている人が単身赴任等で町外に居住している人
・収入がなかった人（町内に住所がある親族の税法上の扶養となっている人を除く）　など

※国民健康保険加入者の保険税減額判定および各種福祉関係の申請手続に、住民税の申告が必要な場合があ
ります

住民税（町・県民税）の申告が必要な人住民税（町・県民税）の申告が必要な人

　「ふるさと納税ワンストップ特例制度」を利用した場合であっても、確定申告をされる場合にはふるさと納
税の金額を寄附金控除の計算に含める必要があります。

ふるさと納税制度についてふるさと納税制度について

各会場、申告開始30分前から受付番号札を配布します。

受付日時と会場受付日時と会場

《住民税（町・県民税）申告・所得税の還付申告》
日　　　　　　　　時 会　　　場

2月1日（水）〜 3月15日（水） 午前9時〜正午　午後1時〜 4時 越前町役場

日　　　　　　　　時 会　　　場
2月16日（木）~3月15日（水） 午前9時~正午　午後1時~4時 越前町役場

2月16日（木） 午前9時~正午　午後1時~4時 宮崎コミュニティセンター
2月17日（金） 午後1時~4時

越前コミュニティセンター
2月20日（月） 午前9時~正午
2月21日（火） 午前9時~正午　午後1時~4時 織田コミュニティセンター

所得税の確定申告

　申告期間中は、申告会場が大変混雑します。スムーズに申告を済ませるために、事前に必要書類
の準備をし、必ず持参してください。また、作成済みの確定申告書は、直接、武生税務署へ持参す
るか、郵送してください。

書類の事前準備のお願い書類の事前準備のお願い

【申告に必要な証明書類等（各種控除の適用を受ける際に必要となるもの（一例））をご準備ください】

□マイナンバーカード※1

□給与・年金の源泉徴収票　□個人年金支払証明書
□営業・農業・不動産収入の収支内訳書※2　□収入額がわかるもの（支払通知書）
□国民年金保険料　□任意継続保険料の控除証明書
□生命保険料控除証明書　□地震保険料控除証明書
□本人、扶養親族の障害者手帳、障害者控除対象者認定書　□医療費控除の明細書
□寄付した団体（ふるさと納税）の領収書・証明書　□勤労学生控除の学生証等

※1	 マイナンバーカードがない人は、通知カードまたは個人番号の記載がある住民票の写しと、免許証
などの身分証明書が必要です。

※2	 所得の計算に必要な帳簿書類（現金出納帳、売上帳、仕入帳、経費帳などの記帳が義務化されています）

■確定申告会場内の混雑緩和のため、会場への入場の際には「入場整理券」が必要となります。
■入場整理券は会場で当日分を配布するほか、国税庁の LINE 公式アカウントでのオンライン事前発行も行っ

ております。なお、 「入場整理券」の数には限りがあります。
■配付状況は国税庁ホームページに掲載されますが、実際の配付状況とホームページ掲載内容には、更新タ

イミングによるズレが生じることがあります。
■ご来場の際には、 「検温の実施」 「マスク着用」および「手指消毒」にご協力をお願いします。
■咳・発熱（37.5度以上の熱）などの症状のある人や、体調のすぐれない人は入場できません。
■3月に入ると会場の大変な混雑が予想されますので、2月中の来場をお勧めします。

武生税務署の申告会場を利用する場合武生税務署の申告会場を利用する場合

国税庁の LINE公式アカウント友達追加はこちらから▶

■「国税庁ホームページ」へアクセス
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って金額などを入力するだけで、
所得税、消費税及び贈与税の申告書や青色申告決算書・収支内訳書などを作成することができます。

■ e-Tax で送信して提出
作成した申告書等（データ）は、 「マイナンバーカード及び ICカードリーダライタ又はマイナンバーカード
読取対応のスマートフォン」もしくは「税務署発行の ID・パスワード」をお持ちの人は、
同コーナーの画面上からそのまま e-Tax で税務署に送信（申告）することができます。

申告書は国税庁ホームページで作成できます申告書は国税庁ホームページで作成できます

e-Taxを利用した確定申告の方法が動画で確認できます▶

　令和5年10月1日から登録を受けるためには、原則、登録申請は令和5年3月31日までにす
る必要があります。※登録を受けるかどうかは事業者の任意です。

インボイス制度についてインボイス制度について

インボイス制度特設サイトはこちらから▶

　確定申告をする必要のある人が期限内に申告・納税をしなかった場合は、納めるべき税額（本税）のほかに、
加算税や延滞税を納めていただく場合がありますのでご注意ください。

申告と納税は期限内に申告と納税は期限内に

税　　　目 申告期限 納付期限 口座振替日
所得税・復興特別所得税 3月15日（水） 3月15日（水） 4月24日（月）
消費税及び地方消費税 3月31日（金） 3月31日（金） 4月27日（木）

問合せ先　武生税務署　☎22‒0890
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令和４年度  入札結果一覧  12月16日～1月15日
入札日 工　　　事　　　等　　　名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課

1月12日 令和４年度　織田小学校空調設備更新工事 大王丸 6,688,000 山中建設㈱ 学校教育課

1月12日 令和４年度　朝日地区体育施設トイレ改修工事（その２） 朝日ほか 6,611,000 ㈱丸安建設 スポーツ振興課

1月12日 令和４年度　朝日地区体育施設トイレ改修工事（その１） 気比庄ほか 5,973,000 丹南開発㈱ スポーツ振興課

1月12日 令和４年度　オタイコ・ヒルズ空調設備更新工事 下河原 3,465,000 丸善工務店㈱ 商工観光課

1月12日 令和４年度　織田地区体育施設トイレ改修工事 下河原 3,355,000 ㈱ウッドフィール スポーツ振興課

＊そのほかの結果については、町ホームページをご覧ください。

消防署からのお知らせ

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　　丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　　朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　　越前分遣所　☎37‒0119
　　　　　http：//www.fd-sabaenyu.jp/

I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

令和5年越前消防団出初式

令和4年　越前町内 火災・救急・救助出動件数
（件）

令和 3 年 令和 4 年 増　　減
火　　災 7 10 ＋ 3
救　　急 808 829 ＋ 21
救　　助 29 16 − 13

図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

　小学校の国語の授業や宿題にあった本読み、私は好きでした。上手に読めないけれど、
声を出して読む物語は、ちっぽけな自分が本の中ではいろいろな人になれたからです。
　声を出して本を読むと、健康に良いそうです。口の中が活性化され、その周辺の筋肉
が運動をします。脳が働きます。呼吸をするので、意外にストレス解消にもなります。
　はじめは、ゆっくり、慣れたら緩急をつけて演出をします。うまい下手は気にしません。
絵本、新聞、小説、教科書、説明書、なんでもありです。
　あなたの「声に出して読みたい本

もの

」はなんですか？

　「蔵書点検」を行うため、下記のとおり休館します。利用者のみなさんにはご不便をかけますが、ご理解
とご協力をお願いします。

寒い冬は声を出しての読書はいかが？

蔵書点検に伴う臨時休館のお知らせ

※休館中の図書等資料の返却は、図書返却用ポストをご利用いただくか、開館している町立図書館または分館の窓口のご利用を
お願いします。

越前分館：2月14日（火）~17日（金）　　　  町立図書館：2月28日（火）~3月3日（金）
宮崎分館：3月7日（火）~10日（金）

　
2
月
6
日
か
ら
、
転
出
届
に
つ
い
て
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届
出
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
は
、
転
出
に
あ
た
り
役
場
へ
の
来
庁
が

原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

署
名
用
電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
、
日
本
国
内
で
の
引

越
し
を
す
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。
ご
自
身
の

引
越
し
の
ほ
か
、
同
一
世
帯
の
ご
家
族
の
引
越

し
で
も
利
用
可
能
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出
届
の
提
出

を
し
た
後
は
、
別
途
、
転
入
先
市
区
町
村
の

窓
口
で
転
入
届
な
ど
の
手
続
が
必
要
で
す
。

※
署
名
用
電
子
証
明
書
は
、
英
数
字
6
文
字
以

上
の
暗
証
番
号
で
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

転
出
届
を
提
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　1月8日、災害のない越前町を目指し、各
地区より団員182人、女性消防隊員20人、
消防車両11台が越前町役場に集結、越前消
防団出初式を開催しました。
　越前町生涯学習センターにおいて式典が
行われ、功績のあった消防団員が表彰を受
けました。その後、越前町役場駐車場にお
いて、越前町長による観閲が行われ、最後
に1年の無火災、越前町民の健康と安全を
祈念して盛大な一斉放水を行いました。出
初式終了後、越前町内の女性消防隊によっ
て、振舞い餅が見学者に配布されました。一斉放水一斉放水

式典式典 観閲観閲 振舞い餅配布振舞い餅配布

鯖江・丹生消防組合 SNS  QR コード

▲Facebook ▲ Instagram ▲ twitter
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笑顔出る何かあやしい夫の顔	 林　栄美子
家族の健康が何より生き甲斐	 嵐　喜美枝川 柳生き甲斐は井戸端会議取り仕切る	 笹下　利行

生き甲斐を問われ今では趣味一つ	 渡辺　照子川 柳

　
令
和
4
年
9
月
25
日
、
佛
教
大
学
歴
史
学
部

教
授
の
堀　
大
介
さ
ん
（
前　
越
前
町
織
田
文

化
歴
史
館
館
長
補
佐
）
が
第
34
回
濱
田
青
陵
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
受
賞
記

念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
濱
田
青
陵
は
明
治
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
留

学
し
、
考
古
学
研
究
法
を
日
本
へ
導
入
し
た
こ

と
か
ら
、「
日
本
近
代
考
古
学
の
父
」
と
呼
ば
れ

る
研
究
者
で
す
。京
都
帝
国
大
学
総
長
を
務
め
、

数
多
く
の
研
究
者
を
育
成
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
大
阪
府
岸
和
田
市
は
濱
田
青
陵
の
生
誕
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
考
古
学
の
振
興
に
寄
与

す
る
た
め
、
昭
和
63
年
よ
り
朝
日
新
聞
社
と
と

も
に
「
濱
田
青
陵
賞
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
考
古
学
と
周
辺
諸
科
学
の
分
野
で
希
有

な
業
績
を
挙
げ
た
研
究
者
に
対
し
、
毎
年
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
堀
さ
ん
は
越
前
町
教
育
委
員
会
の
学
芸
員
と

し
て
、
長
年
に
わ
た
り
町
内
の
文
化
財
悉
皆
調

査
を
行
い
、
古
墳
や
泰
澄
・
白
山
信
仰
な
ど
の

研
究
で
多
く
の
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。
こ
の
業

績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
濱
田
青
陵
賞
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
受
賞
記
念
講
演
会
で
は
、
泰
澄
や
白
山
信
仰

に
つ
い
て
堀
さ
ん
が
行
っ
て
き
た
研
究
成
果
を

踏
ま
え
、
新
た
な
知
見
を
交
え
て
講
演
を
行
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

受
賞
記
念
講
演
会

会　
　
期　
３
月
４
日
㈯

　
　
　
　
　
午
後
1
時　
開
場

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分　
開
演

会　
　
場　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

講　
　
師　
堀　
大
介 

氏

　
　
　
　
　
（
佛
教
大
学
歴
史
学
部
教
授
）

演　
　
題

「
古
代
越
前
に
お
け
る
宗
教
史
研
究
の
新
視
点

―
泰
澄
和
尚
と
白
山
信
仰
を
考
え
る
た
め
に
―
」

参
加
費　
無
料

主　
　
催　
越
知
山
泰
澄
塾

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況

に
よ
り
、
中
止
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
越
知
山
泰
澄
塾　
三
田
村

　
　
　
　
　
☎
０
９
０‒

２
８
３
３‒

０
４
３
９

佛
教
大
学
歴
史
学
部
教
授　
堀　
大
介
さ
ん

第
34
回
濱は

ま

田だ

青せ

い

陵り
ょ
う

賞し
ょ
う

受
賞
記
念
講
演
会　
開
催
の
ご
案
内

　
「
越
前
町
国
際
交
流
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
す
。
4
か
国
の
外
国
人
講
師
と
一
緒
に
、
普

段
で
は
な
じ
み
の
な
い
外
国
の
料
理
を
作
り
、

で
き
た
も
の
を
試
食
し
な
が
ら
楽
し
く
交
流
し

ま
す
。

　
国
ご
と
に
異
な
る
挨
拶
の
仕
方
や
文
化
な
ど

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
て
も
良
い
機
会
で

す
。み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
　
程　
2
月
25
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分

場　
　
所　
越
前
町
生
学
習
セ
ン
タ
ー
2
階

定　
　
員

１
．料
理
を
作
る　
20
人
ま
で

２
．試
食
会
及
び
交
流
会　
30
人
ま
で

申
込
締
切

１
．料
理　
2
月
20
日
㈪
（
要
申
込
・
先
着
順
）

２
．試
食
会
及
び
交
流
会　
事
前
申
込
不
要

問
合
せ
先　
国
際
交
流
室　
☎
３
４‒

８
７
１
３

越
前
町
国
際
交
流
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

▲前回の調理の様子

▲前回の料理説明の様子▲前回の試食会の様子

　
越
前
町
文
化
協
議
会
主
催
の
「
ぬ
く
も
り
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
町
内
で
活
動
し

て
い
る
音
楽
団
体
に
よ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
日
頃
の
練
習
成
果
を
ぜ
ひ
お

聴
き
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　
　
時　
2
月
26
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
0
時
30
分　
開
場

　
　
　
　
　
午
後
1
時　
　
　
開
演

会　
　
場　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

第
16
回
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト

▲昨年度の模様（オカリナ演奏）

　
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間
開
業
1
年
前
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
越
前
た
け
ふ
駅
舎
見
学
会
＆

レ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

日　
　
時

　
3
月
25
日
㈯　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

※
4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
1
時
間
程
度
で
実
施

対
象
者

丹
南
地
域
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る

小
学
生
以
上
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定　
　
員

　
３
０
０
人
（
1
組
4
人
ま
で
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

申
込
期
間

　
2
月
17
日
㈮
～
3
月
5
日
㈰

申
込
方
法

申
込
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
と
参
加
人
数
を

入
力
し
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
企
画
振
興
課　
☎
３
４‒

８
７
０
２

北
陸
新
幹
線　
越
前
た
け
ふ
駅
舎
見
学
会
＆
レ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク▲申込フォーム

日頃の悩みについて、各専門職が相談をお受けしています。
どなたでもご相談いただけますので、お気軽にお問合せください。

※感染症などの状況などにより、
全て電話相談に変更となる場合
があります。

※先着順のため、お早めにお問い
合わせください。

日　　時　3月5日（日）　午前9時30分 ~12時30分	 相談方法　ご希望に合わせて、来所か電話か選べます。
会　　場　福井県南越合同庁舎（越前市上太田町41‒5）	 相談時間　1回につき40分（個別相談）
申込締切　3月2日（木）	 注 意 点　相談無料、予約制

問合せ先　丹南健康福祉センター
　　　　　 ☎22‒4135

眠れない
気分が落ち込む　など

精神科医師

アルコール、ギャンブル
摂食障害、薬物　など

依存症相談員

対人関係、子育て
介護の不安　など

公認心理師（臨床心理士）

配偶者からの暴力
離婚　など

女性相談員

借金、相続　など

弁護士

悩みごと総合相談会悩みごと総合相談会ののお知らせお知らせ

こころの相談に
関すること

依存症に
関すること

女性相談に
関すること

法律に
関すること

メンタルヘルスに
関すること
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武勇伝愉快な話盛っている	 松村　典子
コロナ禍でマスクが隠す笑い顔	 武藤　久子川 柳

陶芸村だより 2023年

2月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝  9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

男
女
共
同
参
画・

人
権
の
と
び
ら

男女共同参画・人権のとびら

ｖｏｌ.74

え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
を

募
集
し
ま
す

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　

え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
は
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
認
め
合
い
、
誰
も
が
性
別

に
関
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

若
干
名

任
　
　
期　

令
和
5
年
4
月
（
委
嘱
日
）
～

　
　
　
　
　

令
和
7
年
3
月
末
（
2
年
間
）

応
募
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
20
歳
以
上
の
人
、

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
心
が
あ
り
、

積
極
的
に
活
動
で
き
る
人
。 

活
動
内
容　

◦
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
生
涯
学
習
の
場
を
企
画
・

実
施

◦
研
修
会
お
よ
び
会
議
へ
の
参
加

◦
町
の
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
へ
の
協
力　

な
ど

募
集
締
切　

令
和
5
年
3
月
24
日
㈮

問
合
せ
先　

総
務
課　

☎
３
４‒

８
７
０
０

問合せ先    障がい生活課　☎34‒8723

日常生活で使える簡単な手話を覚えて、
手話で会話してみましょう！

　「指文字」とは、一文字ずつ指
の形を変えて表現する方法をいい
ます。50音一つ一つに決まった
形が有り、片手で表現ができます。
手話がわからないときに、使うこ
とができるので、とても便利です。
ぜひ挑戦してみてね。

（相手から見た手の形）

指文字で会話して見ましょう

第22回

わ

拗音（や・ゆ・よ）
促音（つ）

長音を
アルファアルファ
ベットのベットの

「W」 「W」 

カタカナのカタカナの
「ン」を書く「ン」を書く

例「よ」例「よ」
文字を文字を
手前に引く手前に引く

人差し指で「人差し指で「 ーー」」
と空書すると空書する

「お」を手前「お」を手前
に引くに引く

ん

「薪窯、「薪窯、土土
つ ちつ ち

とと炎炎
や きや き

のの技技
つくりつくり

」 新作展」 新作展
期　間　令和５年１月１４日～３月１２日
窯元名　淡竹窯　武澤　信雄

越前の土を使い薪窯で焼いた越前焼の新作が並ぶ作品展。伝統的
な「古越前」を尊重しながら、今の新しい越前焼を作る「淡竹窯」の
作品を展示販売します。

「越前焼」が令和4年4月11日に特許庁の地域団体商標に登録されました。
それに伴い地域団体商標カードを作成しました。
カードは越前焼の館で越前焼お買上げのお客様に進呈しております。

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

越前焼の粘土でミニ鬼瓦を作ってみませんか？上部に穴を開け、
壁にかけて飾れるように制作します。迫力満点の鬼瓦を魔除け
として飾ってみては。

越前焼の現代作家が丹精を込めて
作り上げたこだわりの逸品「酒器」
の数々の展示販売会です。
情緒溢れる世界をお楽しみいただ
くとともに、日々の暮らしの中に、
新たな『和』の響きを生み出して
いただける提案をいたします。

「越前」に居を構え、窯を構え、やき
ものに魅了された越前焼窯元6人の個
性豊かな作品展。昭和40年代から作
陶を始め、平成、令和と越前焼の魅力
を発信し続ける6人の力強く、個性豊
かな作品の数々でお楽しみください。
出展窯元	
伊藤順康・宇野  直・木村好博・佐々木
禅・中村  豊・西浦  武　（五十音順）

期　間	 2 月18日（土）、19日（日）
時　間	 10：00～、14：00～
所要時間	 2 時間30分
場　所	 福井県陶芸館　陶芸教室
料　金	 2,000円
キャンセル料	 3日前から100％
定　員	 各回30人　事前予約優先

日　時	 開催中～3 月26日（日）
場　所	 越前陶芸村文化交流会館
	 ロビー
時　間	 9：00～17：00
　　　　（最終入館は16：30）
料　金	 入館無料

日　時	 2 月18日（土）～3 月21日（火・祝）
場　所	 越前陶芸村文化交流会館　ロビー
時　間	 9：00～17：00（最終入館は16：30）
料　金	 入館無料

 木でつくる  かわいいおひなさま

響きあう酒器展 越前焼窯元　6人展越前焼窯元　6人展

福井県陶芸館・越前古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

魔を払う

特別講師	 福井グッド・トイ委員会顧問
	 東京おもちゃ美術館学芸員
	 日野岡金治氏
期　間	 2 月19日（日）
時　間	 10：00～、14：00～
所要時間	 1 時間30分
場　所	 越前古窯博物館
	 天心堂
料　金	 1,800円（駄菓子付き）
キャンセル料	 3日前から100％
定　員	 各回16人
	 事前予約優先

杉とヒノキのパーツを
使っておひなさまを作ろ
う！木の肌目が柔らかく、
優しい雰囲気のおひなさ
まを飾ってみませんか？

越前焼の
ミニ鬼瓦を作ろう2023▲令和4年度研修会の様子

広報 えちぜん17 令和 ５ 年 ２ 月号 広報 えちぜん 16令和 ５ 年 ２ 月号

みんな集まれ



野良仕事生き甲斐にして頑張れる	 山内　千代
涙拭きけじめをつけたよい笑顔	 山谷　ゆり川 柳百歳を目指し生き甲斐種を蒔く	 司辻　文子

挨拶を笑顔で交わし気持ちよい	 向当みつ子川 柳

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第84回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

えちぜん健康チャレンジ講座のご案内　

未受診者受診促進キャンペーン　広域がん検診のご案内

からだの筋肉や脂肪量を測定してみませんか？
自分のからだを知り、生活習慣の改善に向けて一緒に考えよう！

えちぜん健康チャレンジ
対象講座
イベントポイント進呈！

今年度、子宮がん検診や乳がん検診、大腸がん検診を受け忘れていませんか？
　下記日程にて追加のがん検診を実施しておりますので、希望される場合はご予約ください。

※受診券の期限は1月31日までですが、上記日程でもご利用できます。　※受診券を紛失した場合は、健康保険課までご連絡ください。

　妊婦さんを支援するため、対象となる人に
給付金をお届けしています。手続きがまだの人はお早めに申請をお願いします。

　病院で妊娠が確認できたら「子育て世代包括支援センター」で妊娠届の手続きをし、
母子健康手帳の交付を受けましょう。担当保健師が妊娠や出産などのお話をうかがい、
心配事の解決に向けてサポートします。また、教室の案内や各種サービスなどの情報提
供も行っています。

 対象者
次の全ての要件を満たす人
①令和4年4月1日から令和5年2月28日までの妊婦
　（妊婦とは、医師の診断を受け、町に妊娠届を提出した人）
②令和4年7月1日以降、越前町に住民票がある人
③申請書提出日以降、1年以上越前町に住む意思のある人
※令和4年4月1日以降に出産された人も対象です。

 所要時間
20分程度
（体調不良などある人は来所時にお申し出ください）

 持ち物
⃝本人確認ができるもの
　（運転免許証・マイナンバーカードなど）
⃝個人番号が分かるもの
　（マイナンバーカード・住民票など）

 給付額
妊婦1人あたり3万円

 申請受付期限
3月10日（金）

妊婦給付金の申請を妊婦給付金の申請を
忘れていませんか？忘れていませんか？

妊娠届・母子健康手帳交付の手続き妊娠届・母子健康手帳交付の手続き

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

こころとからだのカレンダー
♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
 2 月 5 日㈰ 藤田医院 ☎36–0044

 2 月11日㈯ 織田病院 ☎36–1000

 2 月12日㈰ 両林医院 ☎37–0005

 2 月19日㈰
織田病院 ☎36–1000

 2 月23日㈭

 2 月26日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774

※事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

♥助産師さんとのお話会（予約制）
 2 月22日㈬ 午前 9 時30分～正午 宮崎子育て支援センター

♥2歳児歯科健診
 2 月21日㈫ 午後 1 時30分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制）
 2 月19日㈰ 午前10時～正午 朝日保健センター（朝寿殿）

♥離乳食教室（後期）（予約制）
 2 月17日㈮ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥1歳6か月児健診
 2 月15日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子ども未来課	 ☎34‒8725
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1〜4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
 2 月 7 日㈫

午後 1 時～ 4 時
越前地域福祉センター

 2 月21日㈫ 宮崎コミュニティセンター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前9時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♠心をいやす相談会（予約制）
 2 月20日㈪ 午前 9 時30分～正午 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

日　時	 2月22日（水）　午後2時〜 3時30分

場　所	 織田コミュニティセンター

内　容	 ①体組成計による計測（筋肉量・脂肪量測定）
	 ②健康運動指導士による筋力アップ講座

申込先	 健康保険課　☎34‒8710

日　時	 2月23日（木・祝）

場　所	 サンドーム福井（管理会議棟104研修室）

受付時間	 子宮がん　　　　　午前9時30分 ~10時45分
	 乳がん・大腸がん　午前9時30分 ~11時

持参物	 受診券、個人負担金

申込先	 福井県健康管理協会
	 ☎0776‒98‒8000

先着
20人

問合せ・申込先   地域包括支援センター　☎34‒8729

　誰もが安心して暮らし続けることができる越前町を目指し、
認知症サポーターのみなさんを対象に、ステップアップ講座を
開催いたします！
　認知症の人への接し方をさらに一歩、深く学んでみませんか。

日　　時	 ２月23日（木）　午後1時30分～午後4時

会　　場	 越前町生涯学習センター 2階　会議室2・3

対　　象	 認知症サポーター養成講座を受講したことがあり、
	 福祉活動や地域活動に関心のある人

定　　員	 16人（先着順）　※受講できない場合のみ連絡します

内　　容	 ・認知症への理解を深めましょう
	 ・認知症サポーターとしてできることを考えよう

締め切り	 2月17日（金）

認知症サポーターステップアップ講座認知症サポーターステップアップ講座
令和4年度

認知症への理解を深め、
地域での活動に

活かしていきましょう！

広報 えちぜん 18広報 えちぜん19 令和 ５ 年 ２ 月号令和 ５ 年 ２ 月号

えちぜん健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 ありがとう終の日までに抱く笑顔	 原　　榮子川 柳

なかよしひろば（園開
放）は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対
策のため、個別対応と
させていただいていま
す。利用を希望する人
は保育所（園）にお問
い合わせください。

保育所（園） 電話番号

朝 日 西 保 育 所 34–5602

朝 日 南 保 育 所 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 34–0081

あさがお保育園 34–1110

宮崎中央保育所 32–2067

小 曽 原 保 育 所 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 37–1354

四ヶ浦こども園 37–0305

織 田 保 育 所 36–0160

はぎのこども園 36–0396

た い ら 保 育 園 36–0251

人口と世帯
（1月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口	 20,394 人

　男	 9,959 人
　女	 10,435 人
世帯数	 7,306 戸

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

　
1
月
8
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
で

行
わ
れ
た
令
和
5
年
越
前
町
は
た
ち
の
つ
ど
い

の
写
真
で
す
。
今
号
は
表
紙
、
特
集
、
裏
特
集

の
全
て
で
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た
ち
の
つ
ど
い
を
取
り
上
げ
、
華

や
か
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な
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ま
し
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。

　
越
前
町
の
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来
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担
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望
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満
ち
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た
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未
来
に
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あ
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表
紙
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写
真

（
敬
称
略
、
1
月
15
日
現
在
）

（
1
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中	

井
上
マ
サ
ヱ
さ
ん
（
88
歳
）

西
田
中	

橋
本
千
代
子
さ
ん
（
98
歳
）

乙　

坂	

清
水　

岩
男
さ
ん
（
87
歳
）

宝
泉
寺	

小
川　

一
介
さ
ん
（
77
歳
）

境　

野	

山
口　

信
嗣
さ
ん
（
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歳
）

大
谷
寺	

鈴
木
千
代
治
さ
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（
87
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）
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﨑
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さ
ん
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92
歳
）

樫　

津	

熊
谷　

澄
子
さ
ん
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）
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さ
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北
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さ
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貞
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将
貴
、
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皓
平
、
女
）

　
こ
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集
後
記
で
何
度
も
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り
あ
げ
て
い
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が
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友
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し
ょ
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令
和
3
年
6
月
か
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期
的
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発
信
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続
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、
よ
う
や
く
一
つ
目
の
目
標
で
あ
っ
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登
録

者
１
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０
０
人
が
見
え
て
き
ま
し
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こ
れ

は
み
な
さ
ん
が
ご
自
身
の
登
録
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど
に
勧
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て
い
た
だ
い
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い
る
お
か
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だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
み
な
さ
ん
に
喜
ん
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い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
情
報
発
信
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
は
こ
ち
ら
▼

編
集
後
記

（前月から8人の減）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
114

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編  

㊴  

―

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

2月の越前町関連の番組放送予定

丹南ケーブルテレビガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

学芸員 M

E 子

知ってる人が
出演してるかも? 丹南ケーブルテレビ

キャラクター
けーぶるん

Ｅ
子 

　
こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｍ 

　
こ
ん
に
ち
は
。
前
回
ま
で
、
長
い
期
間
に
わ
た

り
、経
典
の
成
立
や
一
切
経（
大
蔵
経
）編
纂
の
歴

史
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

	

　
今
回
か
ら
は
、上
野
順じ

ゅ
ん

藝げ
い（
丹た

ん

山ざ
ん

）（
一
七
八
五

～
一
八
四
七
）の『
黄お

う

檗ば
く

版
一
切
経
』校こ

う

合ご
う

に
つ
い

て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

　
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
聞
い
た
言
葉
で
す
が
、「
校

合
」と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
し
ょ
う
か
。

学
Ｍ 

　
校
合
は
、
本
や
印
刷
物
の
異
同
に
つ
い
て
、
基

準
と
な
る
も
の
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
、と
い
う
も

の
で
す
。

	

　
江
戸
時
代
、鉄て

つ

眼げ
ん

道ど
う

光こ
う（
一
六
三
〇
～
八
二
）に

よ
っ
て
開
板
さ
れ
た『
黄
檗
版
一
切
経
』は
、日
本

国
内
に
広
く
普
及
し
、仏
教
研
究
に
大
き
く
寄
与

し
ま
し
た
。
従
来
、
日
本
に
将
来
さ
れ
た
一
切
経

の
数
は
限
ら
れ
て
お
り
、実
見
す
る
の
が
難
し
い

状
況
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

	

　
そ
の
一
方
で
、『
黄
檗
版
一
切
経
』の
経
文
に
は

誤
り
が
多
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　
つ
ま
り
、『
黄
檗
版
一
切
経
』に
間
違
い
が
多
く
、

丹
山
は
他
の
一
切
経
と
比
べ
て
、正
確
な
内
容
を

知
ろ
う
と
し
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

　

は
い
。
そ
こ
で
、
底
本
と
さ
れ
た
の
が
、
朝
鮮

半
島
で
編
纂
さ
れ
た『
高こ

う

麗ら
い

版
大
蔵
経
』で
す
。

Ｅ
子 

　
た
し
か
、文
政
三
年（
一
八
二
〇
）丹
山
は
高
倉

学
寮（
大
谷
大
学
の
前
身
）の
夏げ

安あ
ん

居ご

会
読
で『
金

剛
般
若
経
讃
術
』
の
講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
ね
。

そ
の
準
備
の
際
に
、『
高
麗
版
大
蔵
経
』の
内
容
が

正
確
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。だ
か
ら
、『
黄
檗
版
一
切
経
』の
校
合
で

は
、『
高
麗
版
大
蔵
経
』を
底
本
に
し
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

　
そ
の
通
り
で
す
。

Ｅ
子 

　
そ
も
そ
も
、な
ぜ
丹
山
は『
黄
檗
版
一
切
経
』の

校
合
を
行
お
う
と
考
え
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

　

丹
山
の
伝
記
で
あ
る『
浄
勝
寺
丹
山
』
に
は
、

父
・
順

じ
ゅ
ん

慧え

（
一
七
六
一
～
一
八
三
六
）
か
ら
命
じ

ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
が
、詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

	

　
さ
て
、『
黄
檗
版
一
切
経
』の
校
合
を
始
め
る
に

あ
た
り
、丹
山
は
ま
ず
京
都
の
鹿
ヶ
谷
へ
向
か
い

ま
す
。

Ｅ
子 

　
な
ぜ
で
す
か
？

学
Ｍ 
　
実
は
、『
黄
檗
版
一
切
経
』の
校
合
を
行
っ
た
の

は
丹
山
が
初
め
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。浄
土
宗
の

忍に
ん

澂ち
ょ
う（
一
六
四
五
～
一
七
一
一
）が
、す
で
に
建
仁

寺
蔵
の『
高
麗
版
大
蔵
経
』と『
黄
檗
版
一
切
経
』

の
対
校
を
行
っ
て
い
ま
す
。

	

　
忍
澂
は
、
浄
土
宗
の
祖
・
法
然（
一
一
三
三
～

一
二
一
二
）
上
人
が
拠
点
の
一
つ
と
し
た
京
都

鹿
ヶ
谷
に
法
然
院
万
無
教
寺
を
再
興
し
た
僧
侶

で
す
。

	

　
丹
山
は
鹿
ヶ
谷
に
赴
き
、忍
澂
の
校
合
本
を
写

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
忍
澂
の
校
合
で
は
満
足
で

き
ず
、自
ら
の
手
に
よ
っ
て
校
合
を
行
う
こ
と
を

決
心
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

	

　
次
回
も
、続
け
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

山
田
秋
甫『
浄
勝
寺
丹
山
』浄
勝
寺　
一
九
一
四
年

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版　
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典

■週替わりプログラム
「～丹南ふれあい百景～ おたっしゃ珍道中」
福井のエンターテイナー、百戸田吾作さんが越前市粟
田部地区の伝統行事・左義長へ。なんと高さ15m も
のやぐらが特徴とのこと。どんな出会いが待っている
のか、見てんでの！（2月4日～）

「合田道人の こしの都 神社の謎」
福井市の足羽山に鎮座する足羽神社。御祭神は第26
代継体天皇で、丹南地域とも非常に関わりが深い人物
です。福井の礎を築いたとされる継体天皇と神社の謎
に迫ります。（2月18日～）

■越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7：55～ ②12：55～ ③19：55～ ④23：55～

「国際交流室からひとこと」
1月28日㈯～

「住民税申告と所得税の確定申告」
2月11日㈯～

「ワンコインで身近な安心を
 みんなで入ろう交通災害共済」
2月25日㈯～
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は
た
ち
の
み
な
さ
ん
が

生
ま
れ
た
２
０
０
２
年
度

出
来
事

◦
ゆ
と
り
教
育
ス
タ
ー
ト

◦
日
韓
Ｗ
杯

◦
多
摩
川
「
タ
マ
ち
ゃ
ん
」

◦
初
の
日
朝
首
脳
会
談

◦
拉
致
被
害
者
帰
国

◦
千
と
千
尋
の
神
隠
し

　
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞

門
出
を
祝
う
よ
う
に
晴
れ
た

1
月
8
日
、
艶
や
か
な
振

袖
や
羽
織
袴
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
な

ど
に
身
を
包
ん
だ
若
者
た
ち
１
９
０

人
（
対
象
者
は
２
３
１
人
）
が
越

前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
で
行
わ

れ
た
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
で
様
々
な
制
限
を
強
い
ら
れ

て
き
た
世
代
。

　

青
春
を
と
も
に
し
た
友
人
と
の

再
会
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
思
い
出

話
が
尽
き
な
い
様
子
で
、
式
典
終

了
後
も
思
い
思
い
に
記
念
撮
影
な

ど
を
し
て
、
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
あ
り
、

将
来
の
目
標
や
叶
え
た
い
夢
、
こ

れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
笑
顔
で
答
え
て
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
決
意
を
胸
に
、
目

標
に
向
か
っ
て
歩
み
始
め
た
は
た

ち
の
み
な
さ
ん
に
は
、
希
望
に
あ

ふ
れ
る
未
来
が
待
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

２
０
０
０

はたち の 笑顔

はたちの笑顔

～ 令和 5 年越前町はたちのつどい ～
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発
行

/
越

前
町

役
場

　
  編

集
/

総
務

課
〒

916
‒0192　

福
井

県
丹

生
郡

越
前

町
西

田
中

13
−

5
−

1
TEL 0778

‒34
‒1234㈹

　
FA

X
 0778

‒34
‒1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています

No.217
令

和
5

年
2

月
1

日
発

行

ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録
商標です

町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

● 四ヶ浦こども園 ●

テトラから
ジャンプ！

おとさない
ようにね～

おっきいの
とれたよー！

～海水浴～～海水浴～

～和太鼓～～和太鼓～ ～野菜栽培～～野菜栽培～
～お店屋さんごっこ～～お店屋さんごっこ～

輝け！

No.5

「ハッピーマイナイヤー」
 の申し込みはお済ですか？

　応募の締め切りは2月17日（金）となっていますので、まだ
マイナンバーカードの申請をしていない人はお早目にお手続
きください。
※令和4年12月の第1回抽選にすでに申し込みをしている人は、
今回の抽選も対象になります。

　申し込みは、右のQRコード、または住民環
境課、宮崎・越前・織田住民サービス室窓口で
お手続きください。

・船内冷凍甘エビ　・越前エビ（がまえび）
・冷凍はたはた　　・笹がれい一夜干し問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

　マイナンバーカードを持っている、または申請中の
人を対象に『道の駅えちぜん監修  越前町の冬の特産品』
（10,000円相当）が抽選でもらえるキャンペーンを開催
中です。

第2回抽選
は

越前町の
冬の味覚！

海の幸
セット

マイナンバーカード取得促進キャンペーン
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